
【研究論文】

死の実存的意味を捉えるアプローチを巡 って

ナ ラテ ィブ ・アプ ローチ の射 程

川 島 大 輔

1.は じめに

人間の生 きる意味とは何であろうか。死の意味

するものは何であろうか。我々人間はどこか ら来

て、そ してどこへ行 くのか。

これらの問いは、 これまで多 くの哲学者や思想

家達が、常に人間の根本的問題として取り組んで

きたものである。 このような意味への問いかけは

長い間心理学 の領域に於 いては、 臨床の分野を

除いて、非科学 的な ものとして退け られて きた

(Crossley2000)。 しか し近年、 この問いは改め

て心理学の主題として取 り上げられようとしてい

る。 そして人間の実存か らかけ離れ、単なる変数

として処理されてきたことで失われてきた、人間

存在の豊かさと十全さを取 り戻そ うとする研究者

の志向性は、特に、人間の生活に於ける移行や発

達的現象の研究に於いて顕著に現れて きている

(Josselson1993)0

この流れは必然といえる。何故ならば、人間は、

例えば行動主義的心理学者が我々を意味づける為

の彼 らの理論的、方法論的意図を型にする際の、

自然科学的調査の対象のようなものではなく、人

間存在として、本質的に解釈学的創造物である為

である(Crossley2000:10)。 従って人間行動の

研究は、人間経験を形作 る意味の形態にっいての

探索を含んだものでなければなるまい(Polking-

borne1988:1)0

更に人間存在は生物学的、社会的構造、あるい

は文化的な影響を免れることは出来ない一方で、

その文脈に於いて、自らの存在の統合的な部分 と

して、意味を創造することに従事する(Kenyon

1999:11)。 っまり、我々の経験は意味 に満 ちた

ものであり、人間の行動 も又、意味に満ちたもの

によ って特徴付 け られ、 かっ生 み出されるのであ

る。即 ち、我 々は実存 的意 味に対す る必要 な条件

を構成す る存在、 っま り意 味を求 める存在 なので

あ る(Kenyon1999:7)。

このよ うな意味 への志 向性 は、人 間存在 にとっ

て根源 的な ものであ る一方 で、生命 を脅 かす よう

な病気 や慢性疾患 に直面 した人 間、 つま り自 らの

根源 的価値 を揺 さぶ られ る経験 を した人 間にとっ

ては特 に顕著 に現れて くるものである。即ち、我々

は死 に直面 す ることで、それ まで自 らが保持 して

きた 自己 自身 あ るいは自己の世 界に対 す る基本的

な存在論 的前提 を打 ち砕かれ る為に、生 と死 の実

存的意 味を見 出そ うとす るので あ る(eg.Cross-

ley1997,1998,1999)0

そ こで、本稿 で は意味、 特に死の意 味について

の実 存主義 的 アプローチと、生 涯発達 的 アプ ロー

チの特徴 及び問題 点を挙げ、それを繋 ぐもの とし

てナ ラテ ィブ ・アプローチ に注 目 したい。

2,実 存 主義的 アプ ローチ

多 くの実存主義者 たちは、人生の有限性、 っま

り我々が死 に逝 く存在であ るという事実への 自覚

が、そ の唯一 の価 値 と意味 の正 しい認識 の必須

条件 を構成 す る ことを著 わ して きた。 例 えば・

Sartre(1947)は 、 人間の有限性 は彼 らの 自由と

個性 に とって 必 要 な条 件 で あ る と述 べ 、 また

VandenBerg(1972)は 、 死 は生命の質 で あ り・

その人生 の質 も又、人間存在 の価値の指標である

と述べて いる。特 に、死 の実存的意味 に対す る深

い思索 を行 ったHeidegger(1962)は 、 その古典

的研究で ある 『存在 と時間』 に於 いて、 「死 に向
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か う存在」を可能にしなが ら、どのように死の予

測がその世界に於ける根源的世界に向かって苦悩

を引き起こすのかを探求 し、死の予期は十全たる

存在の発達と真の存在の為の状況を生み出すとし

ている(Crossley2000:143-44)。

心理学における実存主義的アプローチの具体的

研究 として、例えばRanst&Marcoen(1999)

は、人生の意味や心理学的幸福感が死に対する三

っの態度の型、即ち、ただ死を人生の不可変の事

実として受け入れる 「中立的受容」、死後の幸福

な世界への信念を含んだ 「接近受容」、そ して、

死を苦難 に満ちた人生か らの開放の手段 とす る

「逃避受容」の三っの態度と密接 に関わ っている

ことを示 した上で、個人が人生を眺める方法が死

への態度に影響を及ぼすと同時に、人々が死を眺

める方法 もまた、彼 らがどのように人生を見っめ

るか に影響 を及 ぼす と述べて いる(Ranst&

Marcoen1999:67-9)0

またCoward(1999)は 、人生を脅かす病気は

危機であると同時に、意味の構築の為の機会でも

あることを述べた上で、AIDSや 乳癌のような疾

病を持 った人間が、自己超越に対する人間の可能

性を通 じて、意味を発見あるいは構築する方法を

探究 している。

このように、実存的意味に対するアプローチは、

死と時間、つまり人間の有限性をその主題として

きたといえよう(Kenyon1999:7)。 っまり、人

間の人生は、死の包含な しには完結することが出

来ないのであり(Kenyon1999:16)、 死の意味

づけという行為 もまた、本質的で根本的な人間の

過程であるといえよう。

ここで、意味の二つの側面に触れておくことが

重要であろう。即ち、意味の構成は二っの異なっ

た、 しか し相互に関係 した側面によって概念化す

ることが可能である。つまり、一方は間接的で定

義的な意味、っまり経験に対する意味である。従っ

て、人生の意味という用語は、 ここではライフイ

ベントや人生一般にっいての解釈に対 し言及 した

ものである。そしてもう一方は、実存的意味ある

いは意味に満ちたもの、っまり意味の経験と呼ぶ

ことが出来よう。即ち、 この人生の意味は、 ここ

ではライフイベントや誰かの人生にっいて誰かが

抱いている目標や動機に対 し言及 したものである。

しか し、 この意味づけの意思と、意味を求める意

思は実存的意味の生成に於いて核となるプロセス

であ り、どちらも人間経験 の豊かな理解に於いて

重要 な構成要素である(Reker&Chamberlain

1999a:1/Dittmann-Kohli&Westerhof1999

io7>o

この意味の二っの側面を考慮すると、死の意味

もまた、様々な経験を通 して組織化される意味の

統合体 として存在する一方で、日々生成されるも

のであるといえる。っまり、存在論的価値を揺 さ

ぶ られることで触発され、活発化する実存的意味

への志向性もまた、日常の生活に於 ける様々な経

験の意味に影響 され、その結果見出される実存的

意味もまた、個々の出来事の意味によって変容す

る。逆に実存的意味もまた、その意味を求ある意

思により、 日常的経験の意味に影響を及ぼすので

ある。

このように意味の豊かさを掬いえた実存主義的

アプローチも幾っかの決定的な問題点を孕んでい

る。即ち、現実主義的視点に陥り易 く、生涯発達

的視点を考慮 してこなかった点である。

実存的意味へのアプローチは、それまで綾小化

されてきた主体の復権であり、その結果として常

に個人の経験 としての側面を強調 してきたといえ

よう。 しか し、如何なる意義や意味、 あるいは出

来事に帰 した価値 も、我々の関心や偏見、そして

興味によってそれ らの上 に投げかけられたもので

あり、出来事それ自体に触れることは不可能であ

る(Carr1986:19)。 従って、我々はある経験 の

意味、あるいは意味の経験を描 こうとした場合、

それらが物理的現実の世界を映 し出 したものでな

ければ、語 られた意味 もまた、その個人の生 きた

経験を完全に描写 したしたものでもないという制

約に気づかなければならない。っまり、言語的な

反応として個人が述べたことと、認知あるいは経

験 として個人が彼ら自身や世界に対 しどのように

感 じ、思考 しているかを簡単に結びっける現実主
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義的なアプローチは、彼 らが提示する意味への無

批判な受け入れを招き、その結果、個人的な、個々

の経験の社会的構造にっいての十分な説明を見過

ごしてしまう危険性があろう(Crossley2000:

34-7)0

更に、発達的に重要な過程 として実存的意味の

生成に於ける広域にわたる了解があるにも拘 らず、

現存の理論的アプローチは、老年期のような特定

の人生段階と実存的意味のプロセスを関連付けよ

うとした幾 らかの努力はあったにせよ、発達的論

点を取 り入れるようとはしてこなか った(Reker

&Chamberlain1999b:201)。 しかし、この実存

的意味 も固定的で、普遍的なものでは決 してなく、

意味は個人的なものであり、構成 されるとともに

常に変化するものである。つまり、実存的意味の

達成は、人生に亘る課題を構成するのである。

異なった人生段階および段階間の移行点に於け

る実存的意味は、人生生涯にわたる最良の人間発

達にっいて、我々に多 くのことを語 ってくれる。

何故なら意味への意思は人生生涯に於ける連続 し

た過程であり、状況の変化や価値の志向の転換、

あるいは更新 された野心によって引き起こされる

ものであり、意味の主題や源泉は人生生涯にわた

り変化する一方で、同一性を維持 し、一貫性の感

覚 を促すなかで、その意味への意思の中心的特長

は不変であるからである。(Reker&Chamberlain

1999a:2)0

従って、実存的意味の探求は本質的に、意味が

人生生涯にわたり変化するという見方、っまり生

涯発達的視点で捉える必要性を有 しているといえ

る。

次に生涯発達の理論家たちが、どのようにこの

問題について取 り組んできたかを概観 してみる。

3.生 涯発達的アプローチ

3-1.死 の見方の発達

生涯発達の研究者、特に人格発達の研究者たち

は、老年期 という発達段階に於いて特に死の意味

を扱っているが、確かに死は老年期のみに見 られ

るものではな く、どの発達段階に於いても起 こり

うる出来事である。即ち死は我々に平等に訪れる。

それは子どものときであるか も知れないし、青年

期あるいは中年期であるか も知れない。ではなぜ、

多くの生涯発達の研究者たちは老年期という発達

段階に於いて死と向き合 う意味を問 うているので

あろうか。

それは老年期には他のどの時期よりも死の近づ

きを感 じやすい為であろう。 これは死に対する態

度の違いからも理解することが可能である。即ち、

Newman&Newmanに よると、死に対する見方

の発達は、子どもの頃より始まり、成人後期に至

るまでは完全に解決されない連続 した過程である。

っまり、自己自身の死についての考えは、個人的

同一性を形成する過程に於いて、死ぬ運命、人生

の意味、死後の生命の可能性にっいて疑問をもつ

ようになることで、形成され始めるが、老年期に

至るまでは、統合された同一性を確立 していない

為に、あまり現実的でなく強調されることもない。

そして両親や年長の親戚の死を通 じ、ますます死

という現象に対 して現実的に捉えるようになる成

人中期に於いて、「生成継承性generativity」 の

感覚を確立することで死の不安に対処することを

経て、老年期には、死に対する自我の関心が最小

になっているはずであり、死をライフスパ ンの当

然の帰結と見なさなければならないという(New-

man&Newman1987:543-44)0

では老年期にあって、人はどのように死と向き

合 う意味を見出 していくのであろうか。

3-z老 年 期 に於 ける死 の意味

生涯 発達研 究 者、 特 にErikson、Newman・

Levinsonら は老年期 に於 け る人 生 の受容 と とも

に、死 と向 き合 うことの重要性 を述べて いる。即

ち老年期 とは、個人が、生涯 の究極的な試練 に立

たされる時期、言 い換えれば、人間存在が 自ら一

人で こえねば な らない死の谷の入 り口に立 たされ

ている時期で あり(Erikson,1964:133/1971:

131)、 こ の段階で の最終結合 に於 いて、死 はその

痛み を失 うという(Erikson,1950:232/1977:

346)。 つ まり老年期 に於 いて大切な ことは、死の
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恐怖 に囚われ絶望 に陥 ることな く、死が人生 に於

いて必然で あるもの、 つ まり肯 定的、否定的価値

を付 与せず、 ただ 自然 の摂理 として、勇気を持 っ

て受 け入 れ ることなのであ る。

Eriksonは 、 この死 とい う境 界線 を もった人生

に対 す る、冷静 かっ活動的 な関心 とい う形 を とっ

て くる、「知恵wisdom」 を 強調 して いる。 そ れ

は、死 に直面 しなが らも、生 その ものへ執着 のな

い関心 を もっ ことで、身体的 な衰弱 や知的機能の

衰え に も拘 らず、統合 された経 験を維持 し、他 に

伝え る努力で ある。 また、 後世 への遺物を残す為、

来 るべ き世代への要求 に答 え、 しか も残 すべ き、

全ての知識が絶対 の もので はない ことを 自覚 して

いることである(Erikson1964:133/1971:132)。

っ ま り、人 間存在 はその死後 に も生 き延 び るもの

を包含 してお り、 その態度 は個 の内に完結す る こ

とな く、循環 する ものであるといえ る。

即 ち我 々は、死 とい う究極的 な現実 を考慮 しな

が らも、人生 の意味を見出す という心理社会的成

長 に於 ける頂点、つ まり統合の達成 により、若 い

世代 に対 し、 それぞれの人生段階での挑戦を促す

示唆を与え る(Newman&Newman1987:555-

56)。 これをEriksonは 以 下の よ うに述べて いる。

可能性、実践力、適応力 は、低下 してい くが、

張 のある心 が責任 ある諦観の才 と結 びっけば、

老人 の うちには、人間存在 の問題 をその全 て

にわた って直視す ることがで きるであろ うし

(こ れ こそ 「人格 的統合integrity」 の意味 す

るところで ある)、 次代へ の1っ の人生 の 「終

幕」の生 きた実例を示す ことがで きるであ ろ

う。(Erikson,1964:133-34/1971:132)

彼らは更 に60歳以上を一纏めにし、一っの発達

段階とすることは単純すぎるとして、老年後期あ

るいは晩年期に於ける死の実存的意味にっいて言

及 している。

っまり80歳以上まで長生きしている殆どの人が

少なくとも慢性の病気を抱えてお り、成長の徴よ

りも老化現象が顕著となって くるこの ライフサイ

クルのまさしく終局に於いて発達の意味するもの

は、死への道のりに慣れ、死を覚悟 を持って迎え

ることである(Levinson1978:38-9/1992:80-

2)。 この失調要素の絶望が常に傍らにある時期に

於いて、人は自らの死後 も生 き延びる何かを見っ

け、不死の感覚を手に入れることが必要である。

即ち、この連続性の感覚は5っ の方略、つまり、

子どもや孫に生きること、あの世あるいは霊的な

水準を信 じること、創造的偉業を通 して他者に明

白な影響を与えること、 自然の連鎖に融和するよ

うになること、そ して経験的超越の感覚を成就す

ることを通 じて養うことが可能となる(Newman

&Newman1987:587-91)0

この時期になると老年前期に於ける生、即ち回

想的な評価を含んだ生 とは異なり、一 日一 日を無

事に過ごすことが出来るかということ、っまり現

存在の哲学を成就させることが重要 となってこよ

う。つまり、失調要素を甘受することにより、物

理的あるいは合理的視点、また個人の時間性を超

越 したところに意味を見出すことが必要となって

くる。Reker&Chamberlain(1999b:201-2)は 、

この 「老年的超越性gerotranscendence」 こそ、

実存的意味の理論的説明を構築する為の可能性 を

有 した現存の発達的理論であると述べている。っ

まり、エイジングの観想的次元 として、老年的超

越性の理論は、それが実存的意味の生成の過程を

容易 く取 り入れることが出来 る範囲(変 態や超越

のような範囲)に 於いて、全 く十分であり、老年

的超越性 は生涯発達心理学の包括的理論として、

特にそれが人生の後年に当て られるものとしての

根拠を表すとしている。

纏あると、死に身近に関わる存在である高齢者

に対する発達理論は、老年前期、 および晩年期

(あるいは老年後期)の 何れに於 いて も、死 との

向き合いが最重要課題であるとしながらも、その

取り組み、即ち死の意味の源泉が異なることを描

いている。ただどちらの段階に於いても、死の足

音に恐怖 し、絶望に陥ることなく、残された人生

を生 きる為には、 自らの人生を意味あるものとし
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て繋ぎ合せ、他者にとって もそれが意味あるもの

であったとすることが必要となる。言い換えると、

自己の連続性と一貫性の感覚と自らの時間を越え

た時間との連続性を得ることが、死のなかに実存

的意味を見出すことのできる必須条件であるとい

えよう。

3-3.生 涯発達的アプローチの問題点

このように、人生生涯、特に老年期に於ける死

の意味に対する生涯発達的アプローチは、変化す

る個人の意味体系の感覚を包括的に捉えることが

可能である一方、このアプローチに対する幾っか

の困難 も指摘されている。

それはまず、歴史や社会文化的条件の重要性を

謳いなが らも、それを十分に扱んでいるとは言い

難い点である。 しかしながら、死の意味は解釈学

的意味に於いても、実存的意味に於いても文化や

歴史の制約を免れず、宗教や哲学的体系などのイ

デオロギーの影響を受けており、社会や文化の成

員 として皆が手にするものは、 目的地や目標とし

てだけでなく、一連の認知的カテゴリーと枠組み

である(Dittmann-Kohli&Westerhof1999:

107)。即ち、死 という実存的意味は、個人的であ

ると同時に社会的である(Kenyon1999:9)。

更に、人は自己自身に対する目的物でないよう

に、人の死 も自身に表すことは出来ない。即ち、

我々はいっか死ぬことを知ってはいるが、それを

予期することも自己の死がどのようであるかを知

ることは出来ないのである(Kenyon1999:14-5)。

従 って、意味は生物学的時間に於いて理解される

のではなく、常に生成の途上にあるものである為、

ライフコースの研究は必然的に、質問に対する歴

史的形態、即 ち自己がどのような歴史性を有 して

いるか、だけでなくナラティブ構造、即ち現在 と

い う地¥/よ り展望する過去と未来 という時間軸、

にっいての知識を要求するもの、つまり明確な意

味では、語 られる為の発達途上のス トーリーであ

ることの重要性を含む ものでなければならない。

その意味に於いて、Eriksonの 理論的研究にも拘

らず、生涯発達的心理学は、回顧分析に陥 ること

で人生生涯 にわたる個人 の連続性を描 くことの困

難性 を有 して いる(Polkinghorne1988:115-6)。

即 ち、死 の実存的意味 の構造 は、発達的変化のな

かで捉え られ るべ きであるが、 それ は過去か ら現

在へ、 そ して現在 か ら未来へ とい う、単 なる一方

向的発達 と してで はな く、常時書 き換え られ、一

生発達 し続 ける能動 的なプ ロセスと して理解 され

るべ きで あろ う。

4.ナ ラ テ ィブ ・アプ ローチ

では死 とい う実存 的意味 を、 その豊か な含蓄を

失 わず に、人生生涯 に於 いて発達 し、他者 との関

係性 のなかで生成 され、文化 ・歴史的文脈 に依存

した もの として捉 え ることが出来 るアプ ローチは

なんであろ うか。 っま り、実存主義 的アプ ローチ

の意味 の主体 としての個人 の強調 とともに、 それ

が社会 的に構築 され るものであ るとい うパ ラ ドッ

クスを包含 し、 その意 味の構造 もまた人生生涯 と

い う時間軸 のなかで再構成 され るもの として捉え

ることので きるア プローチ は何 か。 この問いへの

一 つの回答 として、ナ ラテ ィブ ・アプ ローチを提

示 したい。

即 ちナ ラテ ィブ ・アブmチ は、個人 的な経験

と、 デ ィスコー スな どの社会的形式 の間 に横 たわ

る、解決 不可能 な相互の関連性 への アプ ローチで

あ る(Crossley2000:39-43)。 言 い換 え る と、

構造 に囚われ ることで個人の主体性 を見失 うこと

な く、且 つ、 個人 の内面 に目を向けす ぎることで・

社会性を見失 うことのないアプローチで あるとい

え る。

更 に、 ナラテ ィブ ・アプローチは意味 と発達的

視点の重視 と と もに、 言葉 を重 視す る。 事 実・

Sarbin(1986:12/1991:179)は 、 人 間 は限 ら

れ た認識能力 と言語能力 とで世界を意味づ けよつ

とす る もので あるが、経験 した出来事の間 に確固

たる結 びつ きが ない場合、各個人 は、 うま く筋の

通 って いるか の検証 に耐 える、想像力を働かせた

明確 な表現へ とそれ らの出来事 を組織化 して ゆく

と述べて いる。即 ち、人間 の意識性 に対す る独特

な意味 の秩序 の特徴 を掴 む要 は、言語、っ まり経

..



験 を意 味に満ちた ものにする一 っの乗 り物、 の理

解 であ るといえよ う(Crossley2000:10)。

そ して、 その人 間存在 の基本 的次元 は時間性 で

あ り、 人々 は彼 らの人生 に対 す る説 明 と解釈 の為

に 自己のス トー リーを用 いる ことで、 ナ ラテ ィブ

は単 な る時間の移行 か ら意味 に満 ちた統合体、即

ち 自己へ と変換 す る。従 って、彼 の人生生涯 に対

す る個 人の経験 についての研究 は、 ナ ラテ ィブの

形態 の操作 とその ライ フス トー リーが他 のス トー

リー とどのよ うに結 びっいてい るかに随行 する こ

とを要求す るのである(Polkinghorne1988:119)。

また一一方 で、人 間存在 として我 々の経験 は、最

小 の投企 か ら全 ての 「人生 の一貫性」 にわた り、

如何 な る水準 に於 いて も 「脅威 を及 ぼ し」、 差 し

迫 って くる混沌 に直面 す るなかで、我 々が常 に一

貫性 と意味の秩序 を保 とうともが き続 けるなか に

存在 す るものであ る(Carr1986:91)。 即 ち、 前

述 のよ うに、生死を強 く意識す る転機、つ まり我 々

の根源 的価値 を崩壊 させ る トラウマ的な出来事へ

の遭遇 は、 その一貫性 と秩序 を揺 るが し、 それ ま

での世界 との断絶 を招 きその反応 として新 たな意

味 の秩序 を保 っナ ラテ ィブへ の志 向性 が発生 させ

る。っ まり、(や まだ2000:85)が 述 べて い るよ

うに、 それは自己 と他者 や、前 の出来事 と後 の出

来事 との深 い断絶 を経験 した際 に顕著 になるので

あ り、 その意味 に於 いて死の実存的意味はナラテ ィ

ブ ・アプ ローチによ りよ り鮮 やか に描 き出す こと

が可能 であろ う。

繰 り返 すな らば、 この人生 の語 られた本質 とナ

ラテ ィブの使用 は実存的意味 の研究 に価値 を もつ

ものである。事実、実存 的意味 は経験的で、構成

的で、 そ して言語的 に接近 で きる為 に、 このアプ

ローチは、実存 的意味 の知見 を実質的 に拡張 し、

この分野 を開拓 する特有 の根拠 を持っ といえよ う

(Reker&Chamberlain1999b:203)0

5.ま とめ

以上により、死の実存的意味を捉えようとした

場合、つまり我々がその経験の実存的次元を明 ら

かにしようとする場合、人々がその状況、つまり

死 と向 き合 って いる状況 に於 いてそれをやり くり

し、合理化す る為 に用い るナラテ ィブを探索 しな

ければ な らないといえ る。 言 い換 え るな らば、死

という人間 にとって最 も根源的で実存的な問題 は、

ナラテ ィブ ・アプローチ によってよ り包括的 に捉

え ることが出来 るだ ろう。
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